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　荒川は「荒ぶる川」といわれ古くは寛治4年、記録が残るところでは宝暦7年の
大水害など昔から洪水を繰り返し沿川に大きな被害を与えてきた。沿川地域で
は、和42年8月に「羽越水害」という大きな災害に見舞われており、これまで各
種防災対策が進む一方で、住民の防災に関する意識が薄れてきている。
　そこで、治水にまつわる史跡や施設を巡り、川と共存するために育まれた文
化や知恵、工夫を学びあらためて防災意識の高揚を図ることを目的とする。
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コロナ禍のため、バスツアーの形態からホームページ上での治水施設や史跡
の紹介に変更。クイズを出題し、正解者に記念品を贈呈。

◆ 実施機関･期間
　・羽越河川国道事務所HP「荒川ばーちゃる訪問」
　　令和4年12月15日～令和5年1月31日
　・飯豊山系砂防事務所HP「動画でめぐる、ああかわの治水と砂防」
　　通年

◆実施内容
　・羽越河川国道事務所HP
　　荒川の治水･歴史拠点の紹介、荒川の紹介動画、治水･歴史クイズ。
　　クイズ正解者から抽選で記念品贈呈。
　・飯豊山系砂防事務所HP
　　治水･砂防施設の紹介動画。

　羽越水害50年事業の一環として平成29年度に初めて開催し令和3年度まで3
回、バスツアーの形態で実施したが、以降コロナ禍で中止（2年度）、形態の変更
（3,4年度）を余儀なくされた。
　自分たちが暮らす地域の成り立ちを知る「まちあるき」が各地で人気を集める昨
今。荒川流域の治水に関する史跡等を巡り、川に育まれた文化にふれることで
過去の災害を再認識し、流域に潜在する災害リスクを知るととともに、近年の想
定される最大の洪水に対してとるべき行動を考えるなど防災意識の高揚につな
がる。また、ふだん見過ごされがちの地域の魅力について再認識することで、今
後の活性化につながることが期待される。

主 催：国土交通省羽越河川国道事務所･飯豊山系砂防事務所
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